
国際保健を学べる大学・大学院 １

国連大学IAS大学院サステイナビリティ専攻
地球環境の視点から健康とウェルビーングを学ぶ

国連大学サステイナビリティ高等研究所
（UNU-IAS） 学術事業アドバイザー

勝間 靖 （かつま やすし）
早稲田大学国際学術院教授を兼任。国立国際医療研究センタ
ーのグローバルヘルス政策研究センターでグローバルヘルス
外交・ガバナンス研究科長。UNICEF職員を経て、現職。

国連のなかで学位を取得で
きる大学院
　皆さんは、国際連合（国連）のなかに
大学院が存在することをご存知ですか？ 
国連システムの機構図を見ると、主要機
関の一つである総会へ報告する「調査・
訓練」の機関として、国連大学（UNU）
があります。
　1969 年当時の国連事務総長からの提
案に基づき、1975 年、UNU は東京を
本部として設置されました。地球規模課
題の解決へ向けて、世界の学術機関との
パートナーシップ強化をとおして、国連
のシンクタンクとして貢献することが期
待されます。UNU には、13 の研究所や
センターが 12 か国で附置されています。
その一つが、サステイナビリティ高等研
究所（IAS）です。IAS は、その前身の

2 つの研究所を合併して、2014 年に東
京で誕生しました。
　IAS の前身の研究所では、研究が中心
でしたが、国連大学グローバル・セミナ
ーのような大学生を対象とした短期の研
修(https://ias.unu.edu/jp/admissions/
certificate）も実施してきました。その
後の 2010 年、大学院が設置されまし
た（武内・勝間 2012）。2014 年に設
置された IAS は、研究のほか、大学院
や研修といった事業を引き継いでいます。

東京で英語を用いてサステ
イナビリティを学ぶ
　UNU-IAS の大学院では、用いられる
言語は英語で、入学時期は毎年 9 月です。
修士課程では Master of Science (MSc) 
in Sustainability、博士後期課程では

PhD in Sustainability Science の学位が
授与されます（https://ias.unu.edu/jp/
admissions/degrees）。サステイナビリ
ティ学専攻のなかに、 (1) 気候変動と持
続可能な開発のためのガバナンス、(2) 
生物多様性と社会、(3) 水・資源の管理、
(4) イノベーションと教育、といった 4
つのテーマ領域があります。大学院生は
そのいずれかに所属します。
　UNU-IAS で提供される講義科目のほ
か、パートナー大学である東京大学、上
智大学、国際基督教大学で指定の講義科
目を履修し、それを UNU-IAS の修了要
件に参入することが可能です。また、逆
に、これらのパートナー大学の大学院生
が、UNU-IAS に来て講義科目を履修す
ることもあります。
　このほか、学外にも門戸が開かれた講
義科目がいくつかあります。たとえば、
9 月に提供される集中講義には、国内外
の大学院生や学士号をもつ社会人が参加
し ま す（https://ias.unu.edu/jp/
admissions/credited-courses）。東京で
通学しながら、多様なバックグラウンド
をもつクラスメートと一緒に、地球規模
課題について英語で学べます。

サステイナビリティ学として
グローバルヘルスを研究する
　国際保健の分野では、グローバル・ヘ
ルスを超えて、プラネタリー・ヘルスと
いう俯瞰的な視点も提案されてきました。
それでは、UNU-IAS でサステイナビリ国連大学本部ビル（東京都渋谷区）　©︎UNU
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ティ学を専攻して、どのように「健康や
ウェルビーング（well-being）」につい
て研究できるでしょうか？ 上述の 4 つ
のテーマ領域を見ると、健康や保健を明
示したものはありません。しかし、領域
に横断的な課題として、プラネタリー・
ヘルスに取り組むことは可能です。
　気候変動に具体的な対策をとることは、
持続可能な開発目標（SDGs）の目標 13
にもなっています。まず、第 1 に、気
候変動による、健康やウェルビーングへ
の影響を考えてみましょう。WHO を中
心に、気候変動による健康への悪影響を
回避・軽減するための「適応策」が議論
されています。気温上昇による直接的な
影響として、熱中症と熱関連死亡のほか、
洪水や暴風による溺水と外傷があります。
他方、間接的な影響については、水や食
物を由来とする感染症（下痢症）、蚊や
マダニなどの生息域の拡大を背景とした
節足動物媒介感染症（マラリア、デング
熱など）、食料や水の不足による栄養性
疾患、光化学オキシダント濃度の上昇に
よる呼吸器系疾患など、身体的な健康が
中心的な課題です。それに加えて、近年、

「気候不安」など、メンタルヘルスやウ
ェルビーングにも関心が集まっています。
WHO は、各加盟国が気候変動適応計画
のなかに「保健適応計画」を含められる
ように支援しています。それをどのよう
に進めるべきか、重要な研究テーマにな
るでしょう。
　第 2 に、気候変動を引き起こす温室

効果ガスの排出を軽減する努力を通して、
同時に、健康を改善できるような社会の
仕組みを考えることも有意義でしょう。
たとえば、職場への通勤に、ガソリン車
の運転をやめて、自転車に乗ることを決
意します。化石燃料を使わないことで温
室効果ガスの排出が減ると同時に、定期
的に運動することで生活習慣病の予防に
もつながります。こうした事例は、気候
変動への「軽減策」による健康のコ・ベ
ネフィット（co-benefit）と呼ばれ、双
方に利益をもたらす（win-win）状況を
つくります。もちろん、個人による取組
みには限界があるので、自転車専用レー
ンを設けるなど、地球環境に優しい交通
システムを含めた街づくりを地方自治体
や企業に提案することも必要です。これ
らの取組みは、「住み続けられるまちづ
くりを」という SDGs の目標 11 にもつ
ながります。
　第 3 に、水と環境衛生（water and 
environmental sanitation: WES） は、
SDGs の目標 6 である「安全な水とトイ
レを世界中に」と直結した課題です。安
全な水へのアクセスがないことは、下痢
症などの感染症や、食料不足に伴う栄養
性疾患につながります。水に関わる生態
系を守ること、水源が汚染されないよう
に衛生上の対策すること、アクセスを公
正に管理することは、重要なサステイナ
ビリティの課題です。
　第 4 に、持続可能な開発のための教
育（e d u c a t i o n  f o r  s u s t a i n a b l e 

development: ESD）のなかで、健康教
育やヘルス・プロモーションをどのよう
に進めていくべきか、というイノベーシ
ョン（革新）が求められています。気候
変動をはじめとする地球環境の問題によ
って多くの若者たちが「気候不安」また
は「エコ不安」を抱いているというメン
タルヘルスの調査結果があります。若者
の心の健康へ向けて、どのような「環境
＋健康」教育がエンパワーメントにつな
がるか、という実践的な研究も有意義で
しょう。
　さて、上述のとおり、国連大学には、
UNU-IAS を含めて、13 の研究所やセン
ターが置かれています。その 1 つとして、
グローバルヘルス研究所（IIGH）がク
アラルンプールにあります（https://
unu.edu/iigh）。IIGH は、大学院をもっ
ていませんが、研究者を受け入れていま
す。たとえば、博士後期課程の大学院生
が博士フェローとして、博士号を取得し
て数年以内の者が博士後研究員（ポスド
ク・フェロー）として、IIGH で研究す
ることが可能です。UNU の広範な研究
ネットワークに参加するための入口とし
て、UNU-IAS の大学院学位プログラム
で学ぶことをご検討ください。
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